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P − 597無麻酔 ’経 直 腸 的 前 立 腺 針生 検 の QOL と

　　　　　　合併症 ： 患者 ア ン ケ ートによ る 調 査

関西 医科大学

土井 　浩 ・
岡 田 日佳 ・日浦 義仁 ・土 井俊 邦 ・三 上 修 ・

川 喜 田陸司 ・松 田公 志

【目 的】前立 腺瘍の 診断 に おい て前立腺針生検は 必要不可欠で あるが、
患者 とっ ては 比較的侵 襲の 大き い検査 で もある。前立腺癌の 症 例 数増

加 に 伴い針 生 検の 施行 例 も急激 に増加 し て い る 現在、前 立腺針 生 検の

QOL ・
合併症 ・患 者の 検査 に対す る意 識等 につ い て 調べ る こ と は 重要

な課 題 の 1 つ と考え られ る 。今回．我々 は患 者アン ケ
ー

トによ り調査

し た の で 報告す る 。　【対 象お よび方 法】95年 1月 〜97年 8月 に 当 教室
で 経 直腸的 前立腺 針生検 （超音波 ガイ ド下 systemic 　sextant 　biopsy）を
受 けた231名に対して 患者ア ンケ

ー
トを郵送 し、回 答の あ っ た 174 名の

結果 を集計 した。生検は外来で 行 い、仙 骨硬 膜外麻酔な どの 麻酔 は 施

行 して い な い 。（調査対 象の 一部の 症 例 に は イ ン ドメタ シ ン 座薬 を検査

時 の 鎮痛 目的 に使 用 して い る ） 【結果 】回答 を得 たの は 174 名で 回答率
75．3％ で あ っ た。針生検が 自分 に とっ て 必要 な検査 で あ っ た と 回 答 し

た の は 161 名（93．6％）、今後必 要な らば再検査 を受け る と回 答 し たの は

123名（73．7％）、我慢で きる程度の 痛 み と回 答 した の は118名（72．O％）、
排尿 痛 が 2 日以上 続い た と回答したの は29名（17．8％〉、肉 眼的血 尿が

僅 かで も翌々 日以 上続い た と 回答したの は 28名 （17．0％）．検査後 の 疼

痛 や合併症 で 入院加療 を要 したの は 　8名（4．6％）で あ っ た 。　 【考 察］今

回の ア ンケート調査 の 結果で は 前 立腺 針 生検の 重要性 は患者に よく認

識さ れ てお り、充分な説 明 をす れ ばある 程度の 負担 を要 す る検査 で も

受け入 れて 貰 え る とい うこ とが 再 認識 さ れ た 。また 仙 骨硬 膜外麻 酔 を

行 わ な く とも生検 が可能 で は あ る が、何 らか の 疼痛対策 が 必 要 と 思わ

れる。無麻酔 で の 生検は麻酔に よる合併症 を避 けると ともに、外 来で

の 検査が可 能な こ と か ら医療コ ス トの 削減 にも繋 がる と考 え られ た。
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【目 的】近年、同種 血 輸血 に伴 う感染症 や免疫反応を予 防

す る気運 が．ヒ昇 して き て い る。我 々 は、1989 年 よ り

エ リス ロポエ チ ン を併 用 した 自己血輸血に取 り組 み、良

好 な成績 を 上 げて お り、泌尿器科疾患 にお け る 自己 血 輸
血 の 適応 に つ き検 討 した の で 報告す る。
【対 象 と方法】清水市立病院泌尿 器科 に お い て 1995年8月

よ り開腹手術に はMSBOS を用い、また TUR − P に

は尿 道造影 を用 い た術前出血 量を予想 し、自己 血輸血 を

計画的 に行 い そ の 有用性 に つ き検討 した。
【結果 】 TUR − P100 例、開腹手術 30例 に 対 し自己血 輸

血 を行い．こ れ によ り当科にお ける同種 血 輸血 の 著明な
減 少 を 見 て い る。今回 、この 成 績 を報 告す る 。
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　 対 象 は ，1996 年 1 月 か ら 1997 年 8 月 ま で の 1
年 8 ヶ 月 間 に ，県 立 宮 古 病 院 を 受 診 し た 尿 路 結
石 患 者 228 例 の う ち ，結 石 分 析 が 可 能 で あ っ た
82 例 で あ る 。自 然 排 石 33 例 ，開 放 手 術 お よ び

非 開 放 手 術 に よ り 結 石 摘 出 し た 49 例 で あ る 。結

’

石 分析 結 果 で は ，蓚 酸 Ca 結 石 が 最 も 多 く 32 ．4
％ ，つ い で 尿 酸 結 石 28 ．4 ％ ，以 下 蓚 酸 ・燐 酸
Ca 混 合 石 ，尿 酸 ・蓚 酸 Ca 混 合石 ，　 MAP ，燐 酸
Ca 結 石 ， シ ス チ ン の 順 で あ っ た 。尿 酸 結 石 が 非
常 に 頻 度 が 高 い の が 宮 古 島 の 特 徴 で あ っ た 。尿
酸 結 石 患 者 に お け る 尿 酸 結 石 の 成 因 を 検 討 す る
た め に ，初 診 時 随 時 尿 に お け る 尿 酸 ／ク レ ア チ
ニ ン 比 お よ び 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス を 検 討 し た 。排
泄 低 下 型 を 示 し た 症 例 は 少 な く ，大 部 分 は 産生
過 剰 に よ る 高 尿 酸 血 症 で あ っ た 。ま た 飲 酒 と 食
生 活 の ど ち ら に 起 因 す る か を ，沖 縄 県 民 栄 養 調
査 お よ び 住 民 の 飲 酒 習 慣 調 査 か ら 検 討 し た 。そ
の 結 果 ，魚 介 類 蛋 白 質 摂 取 と は 相 関 な く ，飲酒
と の 関 連が 強 く 示 唆 さ れ た 。一

離 島 に お け る 尿
路 結 石 調 査 で は あ る が ，結 石 成 分 別 頻度 で の 尿
酸 結 石 の 高 率 が ，島民 の 飲 酒 と 深 く 関 連 し て い

る 事 が 示唆 さ れ た 。尿 路 結 石 症 の 発 生 要 因 の 解
明 は，そ の 予 防 ・再発 防 止 に 直 接関 連す る 事項
で あ り ，疫 学 的 研 究 が 極 め て 重 要 で あ る と 考 え
る 。

P − 600難治 性腎結 石 に対する ・ rete ・  ali。。獣 。my の 1 例

東京逓信病院泌 尿器科 宮 崎淳　永島泰準　榎本裕　簑和 田滋

　ESWL や Endourobgy の 著 しく発達した今 日で も治療困難
な 結 石 は 時 に 認 め られ る。今 回 、難 治 性右腎 結 石 に 対 し て

ureterocalioostomy を施行 し、良好な結果を得たの で報告する。
1症 例139 歳、男性 既往 歴」過去右 腎結石 に 対 して PNL 、　ESWL 、
腎孟切 石 術 を 施 行し て い る。「経過1右腎結石の 経過観察中、93
年 に 5〜20mm 大の 結石 10数個 を認 めた。IVP にて 軽度の 水腎

症 と腎孟 尿 管 移行部の 狭窄 を認 め、疼 痣 も時 々 認め ら れ た 。
PNL は過 去 2 回施行 され、良い 結果が得 られ て お らず拒否 され
た。また 腎盂形 成術 も困難 と判 断 した ため、93 年 9 月 9 日腎下
杯切除 に よる結石除去の 後、下 腎杯尿管 吻合術 を行 う こ と と し

た。術中所 見で は腎盂 周囲の 癒着が強く、腎 盂形成 術を施行で

き る状 態 に なか っ た。腎動 脈阻血 後、腎下極 を切 除 し下腎杯を

十分露出 した。実 質断 端 を止 血後、阻血 は解除 した。阻血 時間
は 45 分 で あ っ た。下腎 杯 よ り操作用 膀胱 鏡 も用 い て、最大
20mm の 他多数の 結石 を除去した。そ の 後下 腎杯 尿管 吻合 術を

行っ た。吻合は尿管端 を腎杯 内に 潜り込 ませ、腎実 質 に も糸 を

通 し 5針縫合 した。腎実質 ・尿管の anchor 　sutUre も 3針お い

た。術後小 さな残石 に ESWL を 追加 した。術後 4 年 以 上 を経て 、
水 腎症、吻合部狭 窄 は認 めず結石 の 再 発 も認 め て いな い。97
年 7月 の IVP 像では十 分 に開大 した吻合部が確認 され て い る の

で これ を供覧 した い。r考察」下 腎杯 と尿管の 吻合 は 尿流 の 停滞
もな く小 結石 の 通過 も妨 げず有効な治療法で ある。しか し腎杯

壁 は極 めて もろ い ため、吻合 は容易で は な く、吻合 部 の 狭窄 の

報告 も少 な くない。安易 に本 術式を選択する こ とは慎 む べ きで

あるが、適応 を限定すれ ば優れ た治療法で ある と考え られ た。
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